
令和７年１１月
北海道警察本部交通部高速道路交通警察隊

路線 区間 規制速度

道央自動車道(北路線) 美唄～滝川 １００km/ｈ(法定）

札樽自動車道 札幌ＪＣＴ～札幌西 ８０km/ｈ

道央自動車道(南路線) 札幌南～千歳

道東自動車道 占冠～第二狩勝ＴＮ ７０km/ｈ

日高自動車道(自専道) 厚真～日高富川 70 ・ 80 ・ 100km/ｈ

１００km/ｈ(法定）

警察本部高速道路交通警察隊速度取締りの重点

警察本部高速道路交通警察隊管内の過去３年11～４月における交通事故実態

○ シートベルト着用義務違反(チャイルドシート未使用違反を含む)の指導取締りを強化しています。

○ 妨害運転罪対象違反の指導取締りを強化しております。

重点路線・区間以外であっても、取締りを行います。

苫小牧東～

沼ノ端東

２６

千歳恵庭ＪＣＴ～

追分 ８５

札幌～岩見沢 ２３４

札幌ＪＣＴ～

札幌南 １７５

札幌ＪＣＴ～札幌西 ２４５

沼ノ端東～

厚真 ７０

追分～夕張 ９４

岩見沢～美唄 １５０

札幌南～千歳 ４４５

札幌西～銭函 ９３

厚真～日高富川 １４７

美唄～滝川 ２２２

千歳～苫小牧西 １９２

銭函～小樽 １６７

日高富川～日高厚賀 ９７

むかわ穂別～

占冠 ６７

滝川～

江部乙

３３

苫小牧西～

登別室蘭 １９５

後志道 ５０

占冠～第二狩勝ＴＮ ２３９

登別室蘭～

金山ＴＮ １９８

日高道

道東道

道央道(北)

道央道(南)

札樽道･後志道

◎ 管内では、11月から４月までの期間において、過去３年間で人身事故87件と物件事故3,210件が発生しており、路線別では、

札樽道・後志道555件、道央道(南路線）1,205件、道央道(北路線）639件、道東道558件、日高道340件となっています。

各路線のエリア別発生状況は上記グラフのとおりです。

◇ 路線別の交通事故発生特徴

・ 札樽・後志自動車道

８～10時の時間帯に、札幌JCT～札幌西ＩＣ（高架部分）の区間で多く発生しています。

札樽道は札幌ＪＣＴ方向の車線（下り線）、後志道は余市ＩＣ方向の車線（上り線）で多く発生しています。

・ 道央自動車道（南路線）

８～10時の時間帯に、札幌南ＩＣ～千歳ＩＣの区間で多く発生しています。

札幌ＪＣＴ方向の車線（下り線）で多く発生しています。

・ 道央自動車道（北路線）

８～16時の時間帯に、札幌ＪＣＴ～岩見沢ＩＣの区間で多く発生しています。

札幌ＪＣＴ方向の車線（上り線）で多く発生しています。

・ 道東自動車道

12～14時の時間帯に、占冠ＩＣ～第二狩勝トンネルの区間で多く発生しています。

千歳恵庭ＪＣＴ方向の車線（上り線）で多く発生しています。

・ 日高自動車道

16～18時の時間帯に、厚真ＩＣ～日高富川ＩＣの区間で多く発生しています。

日高厚賀ＩＣ方向の車線（下り線）で多く発生しています。

○ 令和７年５月17日、道央自動車道（登別東ＩＣ～白老ＩＣ）で交通死亡事故が発生しています。

○ 令和７年９月６日、日高自動車道（日高門別ＩＣ～日高厚賀ＩＣ）で交通死亡事故が発生しています。

○ 令和７年５月から令和７年10月までに認知した交通事故状況

・ 人身事故が25件（前年比－16件）、物件事故が978件（前年比＋95件）発生しました。

・ 人身事故による負傷者は、死亡が２人、重傷が１人、軽傷が34人でした。

・ 態様別の人身事故件数は、追突13件、車両相互７件、その他４件、正面衝突１件でした。

その他の交通指導取締りの要点

令和７年５月～令和７年10月までの速度取締りの重点と取組結果

・・・路線毎の最多発区間

８０km/ｈ

１００km/ｈ

１００km/ｈ

７０km/ｈ

70・80・100km/ｈ

交通事故件数（前年比）取締件数

道東自動車道 占冠～第二狩勝ＴＮ

路線 区間 規制速度

札樽自動車道 札幌ＪＣＴ～札幌西
道央自動車道(南路線) 札幌南～千歳
道央自動車道(北路線)

厚真～日高富川

401 360件（+3）美唄～滝川

日高自動車道(自専道)

夕張～

むかわ穂別 ７３


